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リストのロ短調ソナタの標題的解釈の試み
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Versuch einer programmatischen Auslegung von Liszts hィnolトSonate
Shigeru T AKANO 
1 .序論
在、はこの論文集のi清けで、 fリストのロ短調ソナタをめぐる 2つのの解釈Jというテーマで、 リストの
ロ知剥ソナタの掠j邸主'(楽nせ解釈の2つの例を詳しく検討した。 1私がこの作品とそのJ11j出向内谷に興味を
もったのは、ある子?楽'Jc典の記述を見たのがきっかけだった。そこには、「この最大にして壮大なピアノ
白楽は、(カール・タウジッヒによれば)ゲーテの?ファウストJにもとづく標題音楽となっているj と
i!?かれていたo 私はそれまでこの作品に接するたびに、ソナタのチクルス形式やソナタ形式の各部分が
複雑にmなり合い、錯綜し合うその白楽形式をどう理解したらよいのかわからないもどかしさを感じてき
た。そしてこの11がゲーテの「ファウスト?にもとづくとするその記述に1¥会ったとき、在、はすぐにソナ
タIr!liHの部分を:ファウストj の1え1Jの「夜j と、第二主題を復活祭の合1¥と、またよ没後のコーダをファ
ウストの列天と結び、つけ、この1'I'I'i1のもちjむが梨本的lこJlflMで、きたような気持ちにさえなったのである。
リストのロ7、UilJMソナタについての諸問究に1を通し、七;lij担的解釈をテーマとする文献を検来した結果、
この作品にはそもそも標題的解釈の直接的な論拠となるような引実は何もないこと(参照した資料では上
記のタウジッヒによる託誌にさえ言及されていなしサ、この11についての研究の大部分は形式に|却するも
のであること、標題的解釈のなかでもまとまった研究は8.0ttの「ファウスト(ゲーテ他)にもとづく解
釈とT.Szaszの「失楽(ミルトン)にもとづく解釈くらいしかないことがわかった 031この2つの解釈
を "Jíj論文で、とりあげて検討したわけで、あるが、 8.0tt のfIjI，ifT\は私がì{(!í1~的に J;!.\l、;目的、ていた「ファウストJ
とロ規制ソナタの結びつきとはかけ離れたものであり、正区(のところ当惑させられた。 T.Szaszの論文は、
Ottのものに比してはるかに学1¥j的で説得力に出んだ内持であったが、私が?ファウストfのイメージで
とらえていたこのITiJじ作品を全く迷ったイメージと結び付けていたのである。 2つの論文‘は、そもそも傑
j目的解釈の依拠すべき何らの'.Jc突のないロ縦割ソナタに対する側々の諭…討の主観的印象が、ときには槻端
に呉なる解釈を導きil¥す品れいになりかねないことを明確に示している。
純粋器楽作品の牒:m~(楽的解釈などというものは、このように所訟は主観的イメージにとらわれたもの
なのかもしれない。 1与111的な研究す号がこうした解釈にかかわらないのもJ!JUfJlf.できる。 (OttもSzaszも本職
はピアニストである。)私の抱いた1'1'IWIの際:m i'l~イメージも、取なる主観的で独善nせな安想にすぎないの
だろうか?
一方で、リストの奇楽観をみるかぎり、純粋な奇楽f内創立のみにもとづいてロ短調ソナタがi;‘かれたと
は考えにくい。リストにとっての白楽は、 f表現されるべきイデーj を諮る許語、つまり「ひとつの去現
予段jであるからである。また2つの論文などから、この1'1:lii'，には十}Y{1選l有志味を強く示唆するようないく
つかの関所が存1'1:することもあきらかになった。 従来のような撚題奇楽n~角 li~月におちいる危険を避けるあ
まり純粋な形式論的研究に附執することは、これらの~H5íごを放訟に無視することになりはしないだろうか。
48 lfJj 盟f & 
ロ短調ソナタの謎めいた複雑な帝楽形式をより|切らかにするような、より適切な標題的解釈の可能性は考
えられないだろうかつあるいは、とかく二者択一i刊にとらえられてきた形式的解釈と標題的解釈の双方を
ふくんだ新しい解釈の方法はないだろうかつ
次に、主として前論文で検討した解釈倒から学ぶことのできた要点をrj:l心として、撚題王子楽的解釈をお
こなうに際しての原f!iJゃf:W)~:)去をまとめておこうと思う。
1 .標題的意妹を示陵するような箇所を、その根拠とともに吟味、検討し、課題的解釈の手掛かりとなる
諸事実を集めて解釈に役立てる。これらの筒所の~i~\11ぷは、ふつうモチーフ、旋律形、和市などの'W!Il J
的川法、象徴的志妹や引用のや突などから導き出されるのであるが、それは厳按て'jiiuEした怠l沫では
なく、複数の言葉や表明法であらわせるような漠然とした，むJI未にすぎない。
2.標題的意昧を根拠づけるもののない音楽の部分を主主観的に解釈することを寵み、全曲を隙簡なく網羅
的に解釈しようとする誘惑をしりぞける。独j詩奇的な十棺傑2京;題的角解平釈におちいつてしEま長う笠盟q悶天羽|の主一
は、古楽f'H，'，'，を綱縦n~Jに解釈してひとつの首尾 11 したストーリーに仕立て J-げようとする志関で也あ
る。 Ottはもとより、部分的には学I¥J的な説得力をもちながら独詩的解釈におちいってしまった
Szaszの解釈の失敗もそこに起闘している。
3.音楽作品には純形式的な感覚がはたらいていることを認め、作品の全体像に内容的表象とならんでそ
うした形式的要素をふくめる。たとえばソナタ形式の舟現部のような反復問所は、リスト当1与の白楽
にはふつうに見られる。またテーマ 1'J'9素材の(主題労作J'I守)展開や変突といった i~j!f来nサ処月!も、作rltl
技法的側rmを強くもつ。 -r1fi楽 I'J'~形式のなかで、主題旋11子の提示など、校:!i目的創立iの反映されやすい部
分を見定めることがJH裂である。
2.口短説ソナタの形式
i'Jíj J'~i: [f~ f:去の第 3 の J去を突時におこなうには、ロ矧綿ソナタの形式を再度検討する必要がある。というの
は、これまでに研究者たちによって試みられた多くの形式区分は互いに呉なっており、いずれもこの1の
形式総成を適切にとらえていないからである。わそこでまず、この1の純粋形式的な椛成を考察すること
にする。
2. 1 rソナタjという掛穣とリストの形式構成
この作81'ま、;ソナタロ短調Jとして1854年に出版された。 形式的考祭にとってこの題名は志望さな怠I床を
もっている。作IltJ者によるこの命名によって、この作品は「ソナタj という1陸 (Gattung) において見
られることが嬰求されているわけである。ソナタは純粋器楽形式であり、純粋古楽的発組にもとづく古楽、
美学的にも完成された者楽である、というのがソナタの第一の嬰件である。しかし実際には、ソナタの形式
とはふつう伝統的な形式モデルのことであって、ソナタという1額に屈する実1'1"1，'1は、事実上、来日立構成法
としてのチクルス形式と得楽章の形式モデルにもとづていることが要求される。ところがリストの音楽形
式は、そもそもそうした伝統的な形式モデルに縛られないことをめざしたものである。 事実彼のソナタも、
伝統的なソナタの形式を超えた一楽出!討をとっている。したがって従米のソナタのイメージにとらわれた
聴き方をするかぎり、リストのソナタは形式的に耳目fM{できないものにならざるをえない。しかしリストの
ソナタは、次に示すように、「美学的に構成された音楽Jという要fl:は十分に満たしているとjgわれる。
2. 2 形式区分
全体は大きく 2つの部分に分かれる。第二部は、基本的に第一部の再現になっている。以 Fに掲げる形
式担分の去では、各部分の対応関係がわかるように、第一部と第二部を搬に立f[べて示している。選旋
持やモチーフに付けられた記号は、本論文の最後にilませている「主題・モチーフ去jで楽譜とjぜりふできる。)
リ
ス
ト
の
WC
l
短
調
ソ
ナ
タ
』
の
形
式
区
分
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
rJld
 
(f
is
) 
(G
cs
) 
(b
) 
H
 
H
 ~
 
h-
lI 
H
 
H
 
品 (
0
 
II [h
の
保
統
1
f
l
~l
l 
H
 
II 
~
 
小
i指
数
第
二
郎
(3
08
) 
!芋
炎
(a
)
の
}
写
渓
45
3 
(7
) 
民主
基
il銘
"A
ll
eg
ro
 e
nq
工
足
並
_
_
 
4_
6立
二一
__
_(
g_
!]
2_
mー
主
魁
(b
，c
)
に
よ
る
フ
ー
ガ
46
0 
-
(7
3)
 
第
一
生
懸
の
総
保
と
発
JI~
53
3 
-
(6
7)
 
第
二
実
感
(d
)
第
三
三
主
題
(c
v)
"c
an
 l
an
do
‘・・
(2
3)
 
経r
u_
(9
) 
(1
8)
 
(l
l) 
(1
8)
 
(1
9)
 
(1
3)
 
(1
6)
 
(3
1)
 
65
0 
?
…
?
?
?
?
?
?
? ??
? ? ??
?
? ?
?
?
?
?
?
An
da
nt
cヨ
~íI
ii
c
 "
An
da
nt
e 
so
s.
 
71
1 
72
9 
7<1
8
 -
1m
始
小
銃
;
60
0 
61
6 
"S
lr
et
ta
" 
cv
v 
コニ
.y
a
 "
'P
re
st
o"
" 
b
 "
"P
re
sl
is
sl
mo
""
 
d
 
C
 
(o
st
in
at
o)
と
b
a
 T'l
e
n
 lo
 
as
sa
i 
'" 
~[
hの
{決
統一
区]
Fi
s 
A
 
Fi
s 
~
g
 
~
 
ド
is
Fi
s 
12S:ヘ 2s.ノ
J
調 (G
) 
(11
) 
h
 ""
"__
es"
"""
日
[a
の
係
統
音
]
D
 ~(
Fí
s)
 
~
 
(h
)~
F 
。 h ~
 
E
s
~
 
ド
is
-E
s
c-
]!
 
~
D
 
D
~
 
終
結
部
l
g-
Es
~ 
(f
)~
 
ci
s 
-f
 
滋
l
l
i
1
並
一
一
一
一
一
27
7 
-
(1
77
) 
a
 
27
7 
-
(9
) 
b
 (
1オ
ー
ク
タ
ー
グ
の
ユ
ニ
ゾ
ン
)
28
6 
(1
1)
 
d
と
"I
le
ci
ta
ti
vo
" 
29
7
町
(1
4)
(2
0)
 
(1
29
) 
(1
8)
 
(1
1)
 
(3
4)
 
(3
6)
 
(2
0)
 
c
 (o
st
in
at
o)
と
b
31
1 
[
エ
ピ
ソ
ー
ド
]
"A
nd
an
te
 s
os
lc
nu
to
" 
3
3
1
-
An
da
nt
e
主
題
。
"A
nd
an
te
so
st
en
ut
o"
 
33
1 
-
"d
o 
lc
is
si
mo
 
'" 
"
 c
v 
31
9 
d
と
そ
の
燦
|
潟
(
カ
デ
ン
ツ
な
含
む
)
36
3
仇
An
da
nt
e主
題
c
39
7 
終
結
剖
;
cv
 
13
3ω
 
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「
?
?
?
?
?
? ?
?
」
?
?
? 〈 ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
「
?
?
?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
〕
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
「
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
「
?
?
?
?
?
?
。
〈
。
?
「
?
?
?
? ?
?
?
?
『
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 〈
?
?
?
?
(g
) 
小
節
数
第
一
宮
1;
(4
52
) 
1下手
さ
(a
)
"L
en
 lo
 
as
sa
i"
 
1
ー
(7
) 
銀
丞
盆
し
二
弘
並
区
立
ぷ
D
.
立
心
怨
二
一
一
一
一
8
-
(2
69
) 
2高
一
主
題
(b
，c
) 
"A
ll
eg
ro
 c
ne
rg
ic
o"
 
8
 
-
(2
4)
 
mー
さ主
題の
[1
m!思
と
発
浪
32
 -
(5
0)
 
a
 
82
叩
(2
3)
第
二
主
題
(d
)
HG
ra
nd
io
so
" 
10
5
ー
(1
5)
 
h
の変
革主
12
0
ー
(3
3)
 
第三
::
til
ii
(c
の
変
炎ー
)
(c
v)
 
15
:l
 
-
(2
6)
 
b
 
17
9 
-
(1
2)
 
c
 "
ag
it
at
o"
 
19
1 
-
(6
) 
b
 (
ト
リ
ル
と
I
l n
9!
i
的
定
勾
)
19
7
目
的
b
の
Jf~
関
"A
ll
cg
ro
 c
nc
rg
i 
co
" 
20
5
匂
(5
0)
終あ
~Éi
;
'" 
jn
ca
lz
an
do
'"
 
cv
v 
25
5ω
 
(2
2)
 
開
始
小
宮
ii
IK
分
50 [111 聖子 Jx 
まざまな仕方で、変奏、 il~IJ討され、この 1111 を実質的に ìl:fiíたしている。 ωこの1でほかにそうしたモチーフは
見当たらないc 主題変符にIV<]しでは、第三主題がモチーフ cの変符形 (cv)であること、捉ノJ卜N、)寸一部i
くる終i布料結:j足消If古1主tづj盟担もやはりモチ一フ Cの変存1形I巳予 (化cvv叫) でで、あることをここでで、i椛治絞~f認認しておきたいと j忠ι う O
ちなみにDömlingはとくに第三主題や終結 ;~II は設定せずに、第二ì:J涯の提示のあとから次に211二 u躍が
あらわれる筒所までの177/J、節1¥jをすべて「第一 Uillの展開Jとしてる。 DahlhausとSearlは"Allegr、o
energico" (T.205-) カミら"Andantesostenuto"までを rll~開 {flIJ と角宇和1している。わたしカミにtn三 Uill
のtji! ;j-~が終わるところから、いかにも脱出部l!ftlの高二楽がはじまるのであるが、そこから}民間部としたので
は「促示部j が主制の関係制である D-Durで終わらないし、民間部のなかで 11\てくる D-Dul喝の f.riÎj~r (私が
「終結?ilIJ とした部分)のおさまりがよくないなどの問題が生じることになる。
第一部の後半は「展開百IIJ であるが、この名称は鎚穴n~なものにすぎない。旋律素材の民間部風の扱い
は、この1の伯の多くの部分でもみられるからである。「民IJH部jは、提示i郊の変奏的i!J現の部分と、:1:
111でなかば独立したFis-Durの「エピソードJから成り立っている。地主IJの部分は、序若手、 U'i-t題、
第二主題による提示)"11) のーやf[の í~l~認な I I} JY~ となっている。そこにはリストの白楽に特徴的な喰ecitativo"
があらわれ、古楽の述続した流れはさえぎられて、散文的、即興nせな総式が優勢となる。印!手突の下fi~"( 
|絡のモチーフは本米のlî';'6訪日と同じ Giまからはじまるが、あとの部分のiVltl は捉示 Itll とは]:~なっている。全
体に剖的に1'11きままであり、以後は制的に不Ii'{H定な長い不|あ干ni1!( (後述)での疑問形('1':終lUのうち
におわる。
この、I~;Itfj階的な重bきや予ifきによる制的に不lijOとな状態から、次にそれと対照的なディアトニックな
Andante主j話 (e)が新しし、i)JIi]であるFis-Durで出現する。ここからが"Andantesostenuto"iJ￥らはじまる
fエピソードJである。 Andantei:足立は、以前に挺ポされたいかなるモチーフの変谷)ちでもない、新しい
旋作である。それはtn三主題と第二主題の内JYlの後にふたたびあらわれて、このドis-Durの fエピソードJ
をアーチ形式として完結させる。このあとFis“DurのiUMは呉名同白的読み符えによってGeシDurとなり、
半-r~j下の訓による提示古I1の向島1へとつながる。このようにあたかも現実から浮き Lがったかのような別限
界をつくっているこの部分は、大批の分析者によって「経徐?Æt!:~;1J の地位があたえられている。
nl)は第一日1の「提示rtlJのjlJ.現である rjlJ JYU'i1 Jと、第一部の「脱出部Jに対応する fコーダJか
らなる。!日現日I1では、 Jt'突からfJ二主題にいたるまで、提示部でのj並行にしっかりと対}ぶして進んでいく。
ただし、第一 t!ilのlif1保まで、の最初jの(11分は主調よりも半白低い調で円四され、また第一七!出はフーガ凪
に処JljされてJfj現される。このことから、第一主題の椛保からあとを再現部とする研究行も多い。第二七
!訟のjlJ現からは、第一百1の誕IJHr'tl風の日I1分をほとんど'Uil、て、第二主題、 tn三主題、終結部がJllr.にIlj現
されてし、く。そのあと序奏のト:ri旋律aに導カ通れて、「コーダJとなる。コーダのはじまりについては、
分析者たちの!日jでほぼな凡の一段がみられる。しかしこれと第一部の「脱出部j にあたる部分との対応関
係に出I1する研究者は見可たらない。
コーダにおいて音楽は、 tf}~主題(モチーフ b の変奏)、第二主題、 AndanteU坦という 11山手で進んで
し、く。この過程は、 tfj一部の「展開高1J I潟、ドからAndanteI::題への道筋と一致している。第一部では
"Recitativo"や長く引き11ばされた不協和尚などによって、 :if楽はl治11mとした方向性をもたないままに
Andante主題にや:るが、コーダではこのj並行が椛{討にみちたものになっているのである。この問題につい
ては後に詳しくよ命じたいと思う。
2. 3 口短調ソナタの調構成
この作品の制構成は、ソナタ形式のそれにかなり込i実に従っている。 t:剥のh-Mollに対して第二主題と
第三主題は定行どおり平行長制のD-Durをとっている。 TlJ説古11においては、第二主題と ~1三主題はH“Dur
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となっているが、同主長調へのこうした変化はベートーヴェンの時代からすでに多くの例がある。
このIlIで特にU:IIしなくてはならない説は、 AndanteUmのもたらすFis-Durで、ある。それは11の中波
で、新しい調としてAndante主題とともにあらわれ、アーチ形式をなす fエピソードJ全体の安定したiVld
n'~某擦となる。このFis“ Durは、 t識である iトMol l/H “Durの 51主 i二の iiJM にほかならな p。 前述のように
何時現読むにおいて主制がh-Mollから H-Durへと変化する lI~i点で、 Fis-Dudまさかのぼってソナタ形式にお
けるMU次前(第二主題の制)の地位を得る。コーダで、AndanteJ:)坦が(第一部で、のFis-Durから)トトDur
でj1}lJlされるとき、本米の第二u呂 (Grandioso主題)とならんで、この LI担はMtt!illとしての機能を栄
たしているといえる。こうした点で、この 1111 は:二車の M~主題の伊iiSをもっているのである。その状況を開
示してみる。
このFis-Durというi測について、さらに詳しく ;i}，wべてみよう。この;i)肋'AndanteU出とともにIJIの'11遊
園[吋] [邸側・エピべ ではじめて現れる状況は、
とても印象的である。つま
百')-':1二組 第ー 一主題 第三主題 Andante主題
り、この;闘の1¥Jlは、 白楽D一Dur D一Dur Fis-Dur 
的、手1 的コンテクストか
ら予測できないのである。
h-Moll 
[附]1 
h-Moll H…Dur H一Dur H-Dur 「エピソード J のすぐ lìíJ に Wl~
かれた部分 (T.319-) は、モチーフcによるパスのオスティナートの Lで、モチー フ bが拡大されて奏され
る。その12小節にわたる部分は、総体的にみてひとつの平日夜で、lhめられている。それは、パスの日白(モ
チーフ cのIijI"{反復される仰の 1-に、それと'1三奇でぶつかる減七平Ilr'){(A-C-Dis平is) が屯なった干11"'
である。その減仁の平日吉は、有子のモチーフ bのM1:JJの2 を手11守+Jけする平1IMl: (したがってこのMtガの
2 訂を構成~:(として合んだ干1I 1"N)としてはじまり、少し IIIJ を ilせいてアルペジオによって 2ji í l強制され、左
手のオスティナートの日 白へのl文京とともにそのまま同定化する。そしてこのように長く縦続してそのま
ま抑止してしまう不協和な持きから、次のFisωDurの山現を予感することはむずかしい。実際には、ちう
ひとつの減じの平日夜(機能的にはFis司 DUI、の「三度j)，'dの五位の七の干IIWJの絞奇が平氏 LがったねII"n に
媒介されて、 Fis-Durのディアトニックな旋律があらわれ1'.るのである。知
置亙JJ
AlId山It，・ hosl'nuto
Fis- 出めら
52 {ij 野 iJ<.と
hる。
沿初の先取りは、「提示部Jの第二主題の提示の!祭におこなわれる。提示された第二主題 (D心ur) は、
すぐにおs-Durの]<ミナント和賞(D-Durで、は「三度棋の五度j の平1詰i')上で半終止する。 (T.114) こ
の手1音をDes“Durの主和常に呉名j玩1引iせに読み詳えた対句のあと、この半終止はさらに2@繰り返されて
強調されるのである。 (T.116，118) 
圏直]]
この主 して21
一主題(モチーフ b)が若手されるところである。 (T.197ff.)ここで、のFis悶Durは、前の部分の反復進行に
ともなう転制によっていきなりもたらされる。ここはIU惣からしでも、激しい感'l'ilJの高揚(、gitatoつか
ら突立nIL¥現した美的陶酔(もしくは美的'1ft惚、宗教的ヴィジョン、等々) ("dolceつといった印象をあた
える。 副長?のトリルにつづく 1;'I1で即興的なパッセージ ("dolcissimoつはその印象をさらに強める。
直直三日
1lbどと色合JZ
122ititij立dι:
この説 b)を
繰り返す。つまりFis心urは反復j並行風に短3皮下へと 2[可iにわたって転調する。それは、いわば突然もた
らされた高みから暁実へとひきずり下ろされるような印象をあたえるのである。ちなみにお音のトリルとそ
れに続く走旬は、しばしばナイチンゲールのさえずりの描写として慣則的にもちいられてきた奇型である0
2. 4 第二主題の発展
ロ臨調ソナタの二部分からなる形式の内部でとくに注目されるのは、第二主題 (d)からAndante主題
(e) にいたるプロセスに関するものである。それは、全liを通じて第二主題からAndante主題にいたる
プロセスを何度かの試行のすえ完成する過程である。
提示部で第二主題は、序奏のそチーフ (a) による長い導入部分 (T.82-)によって厳かに準備されて、
威厳をもって堂々と ("Grandioso")提示されるが、反復、縦保されることもなく、 Fis-Durのドミナント
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手n音とでの半終止を繰り返しながらリテヌートして、やがてフェルマータのやれ、た減七の干1青で停止(半
終止)してしまう。この言わば疑I¥J形をもって停止した奇楽の流れは、単r'4fであらわれるよ阪j照的な
題冒頭旋律の月現へとつながってpく。(諮例2)
第二主題が次にあらわれるのは提示部の変奏i'lZJPJYlにおいてである。そこでは旋律の前半だけが、低音
の{来続斉に縛りつけられたまま京々しく強打され ("f，pesanteワ、濁った持きをikかせる。そのあとは
市ecitativo"と表示された訴えかけるような(冶ppassionato")話りが続く。このリストに特徴的なレチ
タティーヴォは、背楽nなな流れの持 LI二、白楽の論型H的Ji~ljHの 11 I 断ととらえることができょう。 この過程は
制をかえてもういちど繰り返されるが、この第二主題の旋律を受け継ぐような背楽的発棋はみられず、モ
チーフcによる虚j照的なf正常のオスティナートのうちに沈んでしぺ。このモチーフのはじめに附斉反復さ
れる H百(保続i苛)の上では、前述のように減七の手lI ~fが積み重ねられて十数小節にわたって濁った響き
を継続し、 f~f楽はi詑 Wi したままず~j! 止してしまうかにみえる。そこは、先のì)i~七の干11音での停止を受け縦い
だ、いわば再度くりかえされる疑問形である。しかし音楽は思いがけなく、ドis-Durのディアトニックな
主題に出会うのである。(諮併刊
誌楽nな発展につながらない第二涯をめぐる不槌足な状況は、未解決な課題としてあとに残される。自由
な発展を留保されてきたこの旋律が、その ，1?i.楽的可能性を十全に 1Jf.J::{とさせるのは、 Fis-Durの fエピソー
ドJにおいてである。ドis-Durで、提示された第二 t題はg-Mollに移調されてくりかえされたあと、半'1>!(ljty
nせな~}，IJn'~変化をへてFis-Durの壮大なカデンツを形成して、 Andante主題(の再現)に到達するのである。
このいjじ過程は、 f1Wi紫に縮小されたかたちでコーダにおいても繰り返されるが、それは「提示部Jにお
ける第二主題の提示の部分と直接関係づけることができる。そこでは、かつて I1I述、手端のまま終わってし
まった和声進行を引き継ぎ、 "~f~終止によって rll断されることなく Andante ト:1mに??三っている。
ちなみにJl訪日1;での第二主題の再現は型どおりのものにおわっている。
全I!lIrlに1mをおいて配認されているこうした一貫した発展と完成の過院は、1'J"IIJ法的、形式形成的発組
というよりも、 i人j谷 I'J'~構想にもとづくものであるように思われる。
3.口短調ソナタにおける標題音楽的要素
在、の前論文で詳述したOttとSzaszの襟ji主的研究は、全体として主観的、独善的解釈におちいっており受
け入れがたいが、披らが挙げるこの1'Filr'1における標題長楽的要素のいくつかは、ある程度客観的に根拠づ
けられている。まずはそれらを以下に拾い上げててみよう。
丘玄白藍箆.
・冒頭の同音反復:メフィスト({JIJ:メフィスト・ワルツ第1) 
Allegro:t題(第一主部)
-三全音/減七の和者=;器魔的意味 ("diabolusin musica") 
-モチーフcにおける同首反復の奇型ニヱメフィスト的なもの(前述)
Grandioso主題(第二主題)
・キリストの受難、復活/神の，也寵 ("Cruxfidelis"， "Magnificatりなどのグレゴリオ型:訟の旋律、詩稿用定
式にみられる音型 etc.)
Grandioso十芯!とRecitativ0:
-キリストのl説明j、受難(前衆の叫ぴと十字架上のイエスの千11へ呼びかけ)(のちのけゅ字架の道行，こっIHj)
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Andante主題:
-人間の宗教I'I'Jな帰依の感情?(Maria PavlovnaのリートからめJ 第411JにつIJIJされた旋律のう1!lJ)
反謀議:
. Allegro energicoの旋律をテーマとするフーガロメブィスト的(半音階の多用、無窮動的なリズムなど)
ユェ五:
-干Ilr"fのi二行進行 (T.729-36， 755-59) ニ kFEI的高みへの i二子l.?
・ダクテュロス風のリズl、(T.744-49) ニ葬送の錦つ
以後に挙げた鐘の奇については、 Grandioso主題の最初の提示に続く部分 (T.113-18)も教会の踏を
あらわしている可能性がある、という私の見解も付け加えておきたい。また先に指摘したナイチンゲール
のさえずりの描写 (T.197-) も、このリストにのせておくべきだろう。
以上の諸手突にくわえて、リストにおいて Fis-Durという淵のもっている性絡も襟題n~wÞ釈の!こで、重要
である。この協はロ知制ソナタにおけるAndante主題の調であるが、 A.WalkerによればFis-Durは、リス
トの作品においてしばしば神的な調、奈加の潟というな味で、使われている、という。 彼は、「リストのふM
選択は、しばしばより高位の表現的11'1'')によってなされており、偶然的に選択されることは稀である。こ
んなにも多くの哨i的なdivine;] あるいは?至福のbeatificJ] 古楽が嬰へf~;jJ.'dで、脱出するというのは、 flJ~然
ではありえなしリ、として、 F孤独のなかの?Jjlの祝福J、7j;に説教するアッシジの型フランチェスコム?ダ
ンテ・ソナタJの天国の部分、 5エステ正EのUfi水;を例として挙げている010) これまでに与討さしたこの制
のはじめてのIn見の状況や21mにわたるその先取りなどの形式n切りミからも、 Fis凶 Durの;ljiJの選択がそう
した宗教的イメージとかかわっていると考えることは)可能である。
4. 口短謂ソナタの『ファウスト~ (ゲーテ)にもとづく解釈の試み
4. 1 標題的解釈にあたって
以!:::i々 察したロ日lソナタにみられる治部分の標題的立i沫や形式的q(ソミにもとづいて、私はつぎにこの
作品に私 rl 身の標題的解釈を試みたいと思う。それは、 liH1J に述べた私の成感n~イメージであるゲーテの
「ファウスト3にもとづく解釈である。この場合、作IlJI者が実際に 5ブアウスト3にもとづいてこの1を
作1したかどうか、という問題にはかかわらない。それは説明不可能で、あろうし、リストの作品のもとに
なるイメージというのは、彼が ftlfγ:的、珍~1tl'I'')叙むを念頭に 11引、ていることからもわかるように、
本質的には人I¥Jの桁神的、心耳目的領域でとらえられた限界像、人生観的イメージであって、只体nせなスト
ーリーはそれほど近距ではないであろう。ここでのファウスト1'1''.1解釈の1的は、ゲーテの:ファウスト
とロ短調ソナタが、 I~JI:楽のありょう(Jf，;式)やがl々の古楽嬰索のもつ内容nせ意味合いにもとづいて、どの
程度まで関係付けられるかを考察することである。
それは、あるな昧でロ短調ソナタの際j却を部作することにもなるだろう。標題はもともと聴衆に対する
背来の内谷解説で、あり、古楽の理U~1~を容易にするための比i除を JTJ ~、た H5~IVJ文である。それは必ずしも創作
のはじめから作1者の到にあったイメージとは限らず、作品完成後に付けられた標題の剖も多くま1られて
いる。(リストでは、交響詩え狗奏IlLがその開であることがli{t1認されている。)
人I¥Jは]，'iJIlHのぞ1・からさまざまな情報をf'，}でいる。これは人間が白を、 fれなる聴覚的刺激としてではなく、
何かを伝えるものとしてとらえていることを怠味する。白玉三心flH学の成果を引きfH、に1¥すまでもなく、
1ー が、その特性や聞かれるシチュエーションによって、さまざまな述想を生み1¥すことはIljJらかである。
聴衆が釘栄を単に感覚的レヴェルでILrJいていることはありえないし、作1]1汗も創作の述 Lで、さまざまなイ
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メージから路孝，t~をうけながら宵を選んで、いるはずである。そのかぎりで比i般による白楽の説明、つまり襟
題は、正当性をもっているといえる。一方で、 i苦労5は{竹Iltl;上の'lftiWや純粋な音楽n守、 Mf鰐的感覚にもと
づくものであり、 tij起だけで奇楽1'Fl'fI'l がlHUq1~で、きるはずもな L、。標題(:jZJな解釈で肝要なことは、深入りす
ることなく必要な場合はすばやく身を引くことであろう。
4. 2 口短誤ソナタとゲーテの『ファウスト~ "， 
2つのモチーフからなるAlIegroenergicoの旋律はファウストをあらわず。メフィスト的性絡をもっ悩
める人間としてのファウストである。この主j涯を構成する2つのモチーフは、前述のようにさまざまな変
奏形、変容形としてこの1を実質的に満たしている。つまり、 1全体はファウストの心の物語なのである。
第二寸:Jill1であるGrandioso主題は、 IjíJに述べたグレゴリオ明::!ø~ との比較などによって、人1111の教済にかか
わる宗教的ななl沫と関係していると考えられる。具体的には、絶望したファウストの自殺を思いとどめさ
せるきっかけとなった復活祭の「天伎の合I¥Jをあらわすものである。この旋律には鈍の官庁.113-18)
もふくまれている。ただそれは、救済を告げる天使の合1 ¥そのものというよりも、それを聴くファウスト
の心的、すなわち救消への希望をあらわずと考えたJ:jがよL、。 Grandioso主題は、形態的にやはりファウ
ストのモチーフ (c) と関係づけられるからである。またここでドis-Durのドミナント上で、21mにわたって
半終止することにより、すでに「永遠に女性的なるものJ(のちのFis叩Dur、によるAndante主題)が予感さ
れていることにもH:EIしたい。
ゲーテの凶作において、 un部「夜」におけるこのn殺の試みとそれを思いとどまらせた復活祭の合I日
は、 t(~2部のファウストの死と UiH葬j における天使の合11および1Jlt乏の rf[ 1決」での天使の合I日に対)，む
している、と解釈できる。第 1:tI1において天使の合11¥は結栄的にファウストの臼殺を引き止めるが、タイ
ミング良く|出こえてきた復活祭の合同iはファウストに子供時代の信仰心を思い1¥させただけであって、自
殺を思いとどまった彼はすぐに自分の不1，"汁Iilをはっきりと去明する。
しかしおれには信仰というものがなL、。
あのいつくしみ訪れ、おとずれを送ってくる
あの限界へはL、ろうと、おれは努めぬ。 (765-768)
夫詑の合I1Uへの感動と不信仰の表明というファウストの心の矛Ji'i'は、 Grandiosocumの最初の1ft}結(減
七の手1，苛 tでの半終始)にあらわれているとは言えないだろうか?
ファウストはその後もキリスト教の神への信仰lに至ることがなかった。にもかかわらず、 id後には天か
ら救いのJ子;が差し伸べられる。彼の救済は、彼のおこないの正しさゆえにもたらされたのでも、彼の信仰
心ゆえにあたえられたのでもなL、。この代、さおしなしの}~l出J は、ただ「絶えず努力して励むJ ファウ
ストの行動力(打為への dむ志)によるのである。これははりさに女性的なるものj によってあたえられる
思出で、この女性的なるものの五尚の存在は「蹄く担JHJである。かつてファウストが凌辱し死に追いや
ったグレートヒェンも型DJのもとにあり、ファウストを天へと導く。 12)
やがてGrandiosoeti躍が導かれていく先のAndante:J:Jill1は、こうした女性的なるものの，El泌をあらわし
ている。あえて言えば聖母のテーマということになろうか。 Andante主題が最初に提示されるときのFis-
D山、がリストにとって「神的な調Jにあたることも、この解釈を支持していると忠われる。
ここでグレートヒェンのテーマに触れておこう。 OttはAndante主題をマルガレーテのテーマとしてい
るが、彼女はどちらかといえばファウストの生波の一体験にかかわる人物にすぎず、 Andante':U起を当て
るにはEすぎる。彼女にふさわしい旋律といえ耳、あとは愛らしい第三主題 ("cantandoespressivo") 
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をおいて他にはない。この旋律はファウストの主題(モチーフc)の見事な変容形であるが、そのことか
ら、グレートヒェンの存在は、そのものとしてではなく、ファウストの愛の体験として示されていること
がわかる。第三主j認をマルガレーテのテーマと考えると、先にIJ題にしたFis句Durを先淑りした箭所の意
味がはっきりしてくる。 Andante主題の制で、ある Fis叩Durの一時的な先11x りは、彼女も 1\L~1ヨのもとにいて
女性的なるものを体現する存千五であることを示唆している。また、高官域でのトリルとそれに続く gllな
定句は、出JT法でのナイチンゲールのさえずりをあらわす音型にとても近い。そのことは、この部分がフ
ァウストとマルガレーテの愛の成就をあらわしている、と解釈するひとつの根拠になりうる。川
最初は信仰心のないファウストにとってなつかしいが閉世界からひびいてきた天使の合唱 (Grandioso
は、ファウストの死に際しではファウストの魂をメフィストから救い、それを高みへとつiき揚げる
のであるが、 にあってその恩躍をもたらしているのが女性的なるもの (Andante~Um) である。コー
ダにおけるGrandioso主題→Andante主題という進行 (T.700-28)が、その"JHi!iを示している。 Ottが指
摘したコーダにおける葬送の鋭 (T.744-) はファウストの死をあらわし、最後の上行する干1音進行はファ
ウストの救済(昇天)をあらわす。
ではこのコーダに対して「エピソードj はどのような関係になるのだろうか。 rエピソードJは
Andante主題という新しい旋律と既存の旋律から成り立っている比較的独立した部分である。それは全体
として「神的な制Jであるドis司Dur'こもとづいている。この調のもとで、Grandioso主題は大きく発展し、
やがて大規模なカデンツを形成してFis-Durの「型母のテーマjへとJrlI帰する。(下363-97) こうした内
容から成り立っている「エピソードj は、救済(厳無的な感儲の克服)をもとめて行動し努力するファウ
ストに夫の思揺があたえられるというファウストのイデーを、リスト自身がし、わばヴィジョンとして摘し、
ているように思える。したがって、原作はそれに対応する部分をもたないであろう。コーダにおける
Grandioso 主題→Andante:t:.!Wという経過は、このヴィジョンの地 j-批界における現実化であると考えら
れるが、そのことは何よりも、 fエどソードj におけるドis-Durという天 k的な調がコーダでは主総のH-
Durになっていることに現nている。
もし以 i二のようなゲーテの『ファウスト3との関係づ、けが大筋として適切であるとすれば、さらにいく
つかの部分の解釈に踏み込むことがW!こされるであろうか?序奏部のドhWr階(モチーフa)は、 fファウス
ト;の最初の「夜J の法1m気にぴったりである。伐の静寂のなかでこれまで 1;1 分がやってきたことの1!\~怠
味に思い悩むファウストである。あるいは、 f蛍しリの感情であろうか?14このJi!¥l、が高じて次の激'Imの
;様子宮 ("Allegroenergicoつとなる。この下rnm絡のモチーフは、 J:としてG奇からはじまる制的にli1!l注
したかたちで、この11の形式的姿所にくりかえし現れる。認識努力の無意味ないしは f返しリの怠l床は、
コンテクストによって'討にfljらかではないが、再現部!日の再現 (T.453-59) とコーダ末尾における同現
(T.750-54) においても保たれている。
この「夜j の:引をもう少し詳しくみてみよう。これまで、の人生のj限定;昧に悩むファウストは、ノストラ
ダムスの予言の討によって、 tillの創造物全体を見晴らす向い存在になったかのように感じる。
し、や、おれは事Iのひとりになったのではあるまいか。何もかもi切るく見通せる。
おれには、この消らかな筆の跡のうちに、
生きではたらく!とi然の全容がひろがっているのが見える。 (439-441)
しかし、ファウストにH乎び/]¥された地認の「おまえはおまえに理解できる援に似ているのだ。おれには
似ていなしリというf言葉で自分の慢心を'活り、ふたたび絶望のす1:1に突き落とされる。ファウストのこの…
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1寺泊な慢心と幻滅は、捉ポ部におけるファウストの主題(モチーフ b)のディアトニックな変奏(ファウ
スト本来の調であるh-Mollに対して半官下のB-Durをとる)とそれが減七の和音へと崩壊してし 3く経過
(T.55-8l)で表現されているとは言えないだろうか?思魔的な!日i背反復音型と「袋しりのモチーフ (a)
がそれに続き、復活祭の合1m(T.I05-) となる。つまり、原作の最初の「夜jの取の内容と経過は、ロ短
調ソナタの最初の部分 (T.ト120)でかなりの程度表現されていると考えられるのである。 1をつくる材
料を提示してみせる最初jの部分は、モチーフの発展や展開といった形式的原.fI1lがはたらく湯が比較的少な
いことから、 141越的イメージに導かれやすいのである。
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Einsatzigkeit. In: Mf. Vol. XLI/3 (1988) 
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8.ここでのレチタティーヴォは、リストの他の多くの倒にもあてはまることだが、いわば「ふと立ち止
まって考えるJといった行為、形式的には音楽的な流れの停止、 Ef楽の論理的!艮1mの中断ととらえる
ことができる。 1きけさを一定の1I手1mの流れにのった機能!'l守、論耳目的構築物として考える形式論では、レ
チタティーヴォをrj:1心としたこの部分は理解しにくいであろう。私のまlJるかぎりでは、リストの器楽
IHJにおけるレチタティーヴォの形式的機能や意味についての本絡的研究はまだない。
9.この部分は、向じくモチーフ cのオスティナートではじまる「コーダJにおけるT.729以下の部分と
対応する。不協和で未解決の響きは、「コーダj ではH心urの主手I音へと完全に解決される。
10.Alan Walker: Franz Liszt. Vo1.2， The Weimar Years， 1848-1861. New York 1989， p.154 
n.49 
1 1本研究では、ゲーテの?ファウストjは、手塚'1iX1t:f訳による1I公文JilI版 (3巻、 1974/75)を用いた。
12.ここでは柴田朔のファウスト解釈をふまえている。柴田湖.ゲーテ「ファウストJを読む (告波
セミナーブックス 11) 岩波書防 1985 
I父
13. Iファウストj の物語において、ファウストの愛の体験でナイチンゲ-JレがIl¥てくるのは、ゲーテの
ものではなく、ニコラウス・レーナウの劇詩?ファウストj である。この作品にもとづくりストの
?村のJMiJlH院での掛り(メフィスト・ワルツ第一)では、ファウストが}計泌尿の娘を見初め、ナイチン
ゲ-Jレのさえずりにさそわれて彼女を森に述れIす場開が拙カ通れている。ロ短調ソナタの第三主題の
提示とそれに続く部分は、リストにとっておなじみのこのレーナウの場係と関係づけられるかもしれ
なL、。し、ずれにしてもファウストの愛の体験にほかならず、相ITをマルガレーテと特定するJ1g，1iはない。
14凶作でファウストに実際に「返しリがあらわれるのは、技の死に際してのことであるが、 li:UJのft
にもこれへの伏線とみられる「裂しリへの弓放がある。 l' . . ，;サl'の一つ一つが掠折すると、萎縮
したその宗主1には、ささやかな笠間さえ分に過ぎたものになる。そのときすぐに心のほに f返し行と
いうものが栄を食って、ひそかな市焔の額をまき、務ちおきなく身を揺すぶりながら、楽しみと安ら
ぎにノjくをさす。J(642-646) 
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